医学研究科電子顕微鏡室　核燃料物質（ウラン）の取り扱いについて
（１）核燃料物質（ウラン）の取り扱いに関する規制は年々厳しくなっています。

　　　医学研究科電子顕微鏡室が認めた利用者に限り、核燃料物質（ウラン）を取り扱うことが

　　　できます。

（２）現状の制度では、廃液および使用した濾紙・チップ・パラフィルムなどは永久的に電子
　　　顕微鏡室で保管しなければなりません。それらのゴミは年々増加しており困っています。
　　　従って、ウラン・濾紙・チップ・パラフィルムの使用量が必要最小限に収まるように心
　　　掛けてください。
（３）核燃料物質（ウラン）の取り扱い時にトラブルや事故が生じた場合は、利用者及び所属分
　　　野の責任者の方に責任を負っていただきます。

　　　＊その旨を下記申請書兼誓約書に記入してください。

（４）核燃料物質（ウラン）の取り扱いを希望される場合は、前以って電子顕微鏡室まで連絡の
上、毎回予約をとるようにしてください。　

（５）申請書兼誓約書は年度毎に提出してください。

（６）核燃料物質（ウラン）の取り扱いに関して、国からの規制が年々厳しくなっていることを

　　　考慮して、2021年4月よりネガティブ染色の代行が可能となりました。

　　　今までは利用者にグリッドと専用ピンセットを購入後持参していただいておりましたが、

　　　その必要はなく、サンプルのみ持参していただきましたら、電顕室スタッフがネガティブ

　　　染色を代行します。

　　　代行を依頼される場合は「ウランの取り扱い申請書兼誓約書」の提出も不要となります。

　　　料金などにつきましては電顕室スタッフにお問い合わせください。
　

医学研究科附属総合解剖センター長殿
核燃料物質（ウラン）の取り扱い申請書兼誓約書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日

核燃料物質（ウラン）の取り扱いを申請致します。
　　上記の注意事項を厳守します。
利用に纏わるトラブルや事故に関しては、私の責任に於いて対処致します。
利用申請期間　　　　　年　　月　　日　～　　　　年　3月31日

所属

　　　　　　　　　　所属分野の責任者　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　利用者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　（観察対象サンプル：　　　　　　　　　　　　   　）
